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環境学コレクションの構築に寄せて巻頭言

附属図書館長 柴田 正良

ほぼ確実に，図書館長であるというだけの理由で
私は創基150年記念事業の準備委員長を務めること
になり，ほぼ確実に，その委員長であるというだけ
の理由で「アジア5大学学長フォーラムin金沢」の
実行責任者となったのですが，そのフォーラムで3
度に渡り「名誉ある挨拶の刑」を受けることになっ
たのはまったくの偶然だったと思います。このたび，
「環境学コレクションの構築に寄せて」自分の考えを
述べさせて頂くに当たり，少しばかり，その時の「挨
拶」の中身を振り返らせてもらうことにしました。
というのも，その「挨拶」のテーマは，私の中では
環境の話と密接につながっている「人間の有限性と
その受容」だったからです。
3度の閉会の挨拶にはさすがに閉口したので，私

は，自分の専門である哲学の3つの重要な概念「可
能性」，「現実性」，「必然性」に3回の挨拶の展開を
託しました。つまり，それらを種に3つの小さなお
話をこしらえて，ちょっとした連載ものファンタジー
のようにフォーラムの趣旨と意義をみなさんに訴え
ようとしたのです。その話は，5つの小さな惑星が
直面した災厄という「現実」から始まります。

Today, I will speak about "actuality" first.
Please imagine that there are five planets in the
dark space of the universe, far away from the
Galaxy. The first planet is called "Dragon," the
second "Tiger," the third "King's Elephant," the
fourth "Golden Turtle," and the last "Phoenix."
But these planets are all suffering terribly, and
will die out some day in the future if they stay as
they are. The causes of this disaster are the
decadence of civilization, epidemics of disease,
gigantic natural catastrophes and so on.
Those planets cannot communicate with each
other, because they speak different languages.

This is the "actuality" of those planets. They

may not have enough
time to survive this dis-
aster. What can they do
to overcome these trou-
bles? They think it is due
to their "limitations," or
"finiteness." And they
turn to something infinite,
"Universality" itself that
requires them to aban-
don their each other's
differences completely. Will this so-called "tran-
scendence" without diversity appear in their
world? And bring them any hope?

もちろん，その災厄を克服する「可能」な道がそ
れぞれの有限性（差異性）を一気に超越する何か絶
対的な言語のようなものにあるのではなく，互いの
有限性（多様性）をありのままに認めあう地道な翻
訳の努力にしかないことを悟り，それを実行するの
がわれわれに課せられた「必然」だ，というのがこ
のお話に込められたメッセージでした。

But I think today's forum taught us the
following. What they should do is to become one
with others toward the future, by recognizing
and accepting each other's differences. That is
to "unite for the future" with diversity. Here I
believe they, indeed we could have a fruitful
"possibility" where one lives with his or her
limitations straightforwardly without seeking
something infinite in vain.

締めくくりの3話目は省略しましょう。ところで，
このお話のテーマである「有限性」を実感するのは，
今日，私たちの文化やコミュニケーションの場面だ
けではありません。まさしく，人類の存在そのもの
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と，それを可能にしている地
球そのものが有限なのですが，
私には，その有限性を正確に
捉えきれていないところに環
境問題の根があるように思わ
れます。

「地球は有限である」。これ
は頭では分かっていても，こ
れまで強く実感されることの
なかった観念ではないでしょ
うか。しかし，20世紀末から
の急速な交通・通信手段の発
達，市場経済のグローバル化，
人口のとどめを知らぬ急増な
どによって，私たちは，自分
たちの乗っている宇宙船「地
球号」が無限に大きいわけで

はなく，やや窮屈になり始めた小さな乗り物にすぎ
ないと思い知らされるようになりました。今日，ど
こかの地域で巨大な自然災害が起きれば，あるいは
どこかの国で感染症や環境汚染が発生すれば，その
結果はやすやすと人為の境である国境を越え，隣り
合う他の地域や国に甚大な影響を及ぼすでしょう。
それを私たちは，2011年3月に身をもって経験しま
した。もはや地球は限界を持たない無限の広がりな
どではないことを，私たちは肌で知ったのです。

しかし，この地球は，実はテレビ・コマーシャル
で何度も繰り返し囁かれているような，「私たちが優
しく守ってあげる自然」などといったヤワな存在で
はありません。人間を含めた生物すべてに対して，
地球が，自然法則に従った冷徹冷酷な歩みをこれか
ら何十億年にも渡って続けていくことも，私たちは
知らなければなりません。
「人類もまた有限である」。たとえば，NHKの番組
『スーパーコンチネント～2億5千万年後の地球～』は，
地球に対するこの意味での人間の有限性を明確なス
トーリーと豊富なイメージで描いてくれています。
それによれば，これから2億5千万年後にやってくる
と科学者たちが予想するパンゲアの再来，スーパー
コンチネント（超大陸）の形成は，生物すべてを死
滅させるかもしれないような極めて過酷な地球環境
を地上に出現させるはずです。まず氷河期が再来し
都市を崩壊させ，プレートの移動が新たな大地の隆
起と沈下を引き起こして，文明のすべての有形の証
を地層の下深くに葬り去ります。プラトンの哲学書
も，マチスの絵画も，あなたの思い出のワイングラ
スもその例外ではありません。超大陸の中では巨大
な死の砂漠が広がり，大陸周辺の酸欠した海では猛
毒の硫化水素が海洋の生物のほとんどを死に至らし
めるでしょう。さらに超大陸の分裂まで生き残る生
物がいたとしても，信じられないほどの大規模・長
期間にわたる溶岩流（洪水玄武岩）の噴出によって

地層奥深くに眠っていた石炭とメタンに火がつけら
れ，毒ガスでやられるか，地獄のような熱波で焼か
れることでしょう。

これは，私たちを打ち砕くような真実かもしれま
せん。このような巨大なレベルで地球の寒冷化や温
暖化がいずれ到来するなら，現在の私たちの環境問
題への取り組みはそもそもどんな意味をもっている
のでしょうか？ いやそれどころか，人類が何かを
創り出すことそれ自体が…？ しかし，問題は時間
です。今から2億5千万年前は恐竜の世界でした。哺
乳類の祖先は小さなネズミのような姿でようやく存
在していたにすぎません。人類の祖先がチンパンジー
やボノボの祖先と別れたのは600～700万年前くら
いと言われていますが，イブ仮説によれば，現生人
類の祖先がアフリカに登場したのはたった16万年前
くらいのようです。人間が生産活動によって二酸化
炭素の濃度を急激に上げ始めたのにいたっては，た
かだかここ数100年間の話です。したがって，この
時間スケールから考えると，人間が本当に愚かな種
族なら，超大陸の形成どころかそれよりずっとずっ
と前に，人間に固有な能力をフルに働かせる前に，
自分たちが引き起こす環境破壊のせいで絶滅してし
まうでしょう。その能力とは，進化において人間に
のみ許された想像と思考の能力，「可能な生存の方法」
を考え出す能力に他なりません。

この意味で環境問題における「人間の本当の有限
性」とは，こんなにも巨大な時間と空間のスケール
において，人間と地球の運命を生き生きとイメージ
し，自分たちの行動の結末を冷静に考え抜くことの
難しさにあるのではないでしょうか。ところが，こ
うしたイマジネーションはどうにも脆く，目先の利
益を求める欲求はあまりにも自然で，あまりにも抑
えがたいというのも真実です。冒頭の「挨拶」に登
場した5つの惑星はすべて「病んで」いました。そ
の病は，孤独な戦いによっては克服することはでき
ません。この戦いには，他の人々との連帯と協調が
必要です。
私たちは，一人ではとても歩き通せそうもない「賢
明な種族」への道を，みなさんと一緒に歩いて行こ
うとするものです。私たちが始めた「環境学コレク
ション」というささやかな活動への参加を，それこ

そ人類の一員としての市民や企
業や自治体のみなさんに広く呼
びかける次第です。

1月23日，金沢大学創基
150年記念「講演会・シ
ンポジウム」シリーズ特
別回として，平成23年度
附属図書館環境学コレク
ション・シンポジウム「環
境との調和を目指す車社
会とは」を開催しました。
内容は次号でご紹介しま
す。

環境学コレクションについて，図書館
Webサイトに次の2つのページを作成し
ています。①は環境学コレクションにつ
いて，②は環境学コレクションの整備及
び関連活動における連携の呼びかけにつ
いてです。パンフレットもダウンロード
できます。併せてご覧ください。

①http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/env/collection.html
②http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/env/tieup.html
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学生からの質問に答える講師

■ ■ ■ 平成23年度金沢大学附属図書館シンポジウム

「芸術の普遍性を創る風土（ローカリティ）の衝撃」を開催 ■ ■ ■

12月9日，創基150年記念「講演会・シンポジウム」シリーズ
特別回／附属図書館シンポジウム「芸術の普遍性を創る風土（ロー
カリティ）の衝撃」を中央図書館オープンスタジオで開催しまし
た。シンポジウムには，学生，教職員，一般の方を合わせて約70
名の参加がありました。
今回のシンポジウムは，平成20年に60回を区切りとして一旦
終了した「暁烏記念式・記念講演」を継承し，地域，社会へのよ
り大きな貢献を目指す形に発展させたものです。
講師として金沢21世紀美術館の秋元雄史館長，東京藝術大学
美術学部の日比野克彦教授，本学人間社会研究域の宮下孝晴教授
をお迎えし，地域に根ざしたそれぞれの芸術的活動について語っ
ていただきました。
まず，秋元先生から，平成19年に21世紀美術館が行った金沢
の街を舞台とした展覧会「金沢アートプラットフォーム」の概要
と，展覧会に出展した注目のアーティストについての紹介があり
ました。続いて，日比野先生から，新潟県莇平（あざみひら）で始
まった地域を巻き込むアートプロジェクト「明後日朝顔」誕生秘
話とプロジェクトのその後の発展についての講演がありました。
最後に宮下先生からフィレンツェのサンタ・クローチェ教会のフ
レスコ壁画修復プロジェクトにまつわる苦労話と，フィレンツェ
でなぜルネサンスが起こったかについてお話をいただきました。
参加者は，講師が語るそれぞれの活動の舞台裏について興味深そ
うに耳を傾けていました。
また，柴田附属図書館長の司会で行われた鼎談では，アートの普遍性と狙い，アーティストの存在意義など
多岐にわたる話題について貴重なお話を伺うことができました。各講演，鼎談後，参加者から熱心な質問があ
り，活発な意見交換が行われました。地域とアートのつながり，芸術とは何かを考えさせられる大変興味深い
シンポジウムとなりました。 （情報企画課図書情報係 中込崇）

【同時開催「ハートマーク�ビューイング」については，p.7のコラムをご覧ください。】

■ ■ ■ ワークショップ「グローバルな学術世界と研究」を開催 ■ ■ ■

10月25日，創基150年記念「講演会・シンポジウム」シリー
ズ／附属図書館ワークショップ「グローバルな学術世界と研究―
海外学術雑誌における英語論文執筆と投稿について―」と題した
ワークショップを自然科学系図書館AVホールで開催しました。
このワークショップは，国際オープンアクセスウィーク（10
月24日から10月30日）に合わせ，本学若手研究者の研究力アッ
プと大学の研究力の底上げを目的として開催したもので，学生・
教職員合わせて約60名の参加がありました。
ワークショップでは，自然科学系の分野で活躍している本学の
教員を中心とした講師陣が，英語論文執筆・投稿のノウハウと学
術雑誌に掲載された論文のオープンアクセスをテーマに講演を行
いました。
前半では，医薬保健研究域薬学系の早川和一教授とフロンティ
アサイエンス機構の福間剛士准教授のお二人から，研究の進め方，
英語論文執筆・投稿の実態，注意点などについての講演があり，
研究の最前線で活躍している研究者の苦労話を伺うことができる，
貴重な機会となりました。
後半は，Edanz社のワレン・レイ氏から，日本人研究者の英
文の具体的な改善方法，エルゼビア・ジャパン株式会社の恒吉有
紀氏，高橋昭治氏から，効率のよい論文検索法と，執筆論文のオー
プンアクセスについての説明が行われました。
今回のような英語論文の執筆・公開が主テーマとなる講演は珍
しいためか，参加した学生，教職員は熱心に講師の話に聞き入って
いました。このワークショップで使用されたスライドは，以下のページで公開しています。併せてご覧ください。
http : //hdl.handle.net/2297/29453/（金沢大学学術情報リポジトリKURA）

（情報企画課雑誌・電子情報係 川井奏美）
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「CiNii Books大学図書館の本をさがす」と「JapanKnowledge＋」

●●●「CiNii Books大学図書館の本をさがす」とは●●●

国立情報学研究所（NII）の提供する国内の学会誌
を中心とした学術情報を探索できるデータベース
CiNiiが，従来の機能を継承したCiNii Articlesと，
全国大学図書館の蔵書を検索できるCiNii Booksの2
つに生まれ変わりました！
CiNii Booksでは，全国の大学図書館等約1,200館

が所蔵する1億冊以上の図書・雑誌の情報や，約
150万件の著者の情報を検索できます。

●●●CiNii Booksの特徴●●●
�探している図書・雑誌がどの大学図書館等に所蔵さ
れているかが分かります。詳細検索の画面を開けば，

特定の地域や県で絞り込んだ検索も可能です。
�検索結果の画面に各大学図書館OPACへのリンク
がありますので，利用の可否など詳細な情報を確認
できます。

をクリックしてみてください。

●●●「JapanKnowledge＋」とは●●●

百科事典・辞書・ニュース・学術サイト
URL集などを一括検索できるデータベースです。

●●●基本検索OneLook●●●

JapanKnowledge＋に搭載されている事典・辞書

などを一度に検索する機能です。
日本大百科全書，現代用語の基礎知識，ランダムハ
ウス英和大辞典などの事典・辞書類や，ニュースやコ
ラム等の記事類，東洋文庫，日本古典文学全集などの

古典・名著を集成した叢書など，40以上のコンテ
ンツが検索可能です。

●●●こんな時に便利です●●●
レポート・論文を書くときに…
�言葉を調べたいなら，
『日本国語大辞典（小学館）』など。
�時事用語を調べるなら，
『情報・知識imidas』『現代用語の基礎知識』
『日本の論点』など。
就職活動に…
JapanKnowledge＋には，会社の動向や経営内容，社史なども収載されています。
『会社四季報』『週刊エコノミスト』『NNA：アジア＆EU国際情報』など。

レポート・論文作成や就職活動にぜひお役立てください。
（情報企画課雑誌・電子情報係 川井奏美）

図書館Webサイト（http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp／）
のOPAC検索窓の下にある，「学外蔵書検索」より
ご利用ください。
学外からも利用できます。

図書館Webサイト（http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp／）
の右側サイドメニューにある，「資料の探し方」また
は「データベース」よりログインしてご利用ください。
学内のみの利用になります。

ここから利用できます

ここから利用できます

新たな情報探索ツール

URL : http://ci.nii.ac.jp/books/

詳しい使い方はヘルプを参照!!

● ●

URL : http://www.jkn21.com/

「「同同時時アアククセセスス11」」ののたためめ
使使いい終終わわっったたらら必必ずずロロググアアウウトト！！
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暁烏文庫から見つかった謎の浮世絵

暁烏敏（あけがらす はや）師の文庫コレクションは仏教や文学だけでなく多分野にわたり，美術品も
多数蒐集されています。昨年このコレクション中から「巨匠写楽」と表書きされ化粧箱に納められた浮世
絵15枚が見つかりました。この浮世絵は化粧箱の裏書きから昭和8年7月に師が九州へ旅行した際に大分
で入手したものと思われます。
本資料はいわゆる「写楽」の本物ではなく大正中期の複製品で，モチーフとなった歌舞伎役者の特徴を
独特のデフォルメで表現した「写楽」の大首絵と言われる作品を本物と同様の制作技法と素材を使い忠実
に再現しています。背景に黒雲母を使った黒キラ摺りなども特徴の一つです。
本物との違いは，落款に書かれた「写楽画」の「画」の旁が本物は「田」であるのに対し「由」となっ
ていたり，世界の有名美術館の本物と比較すると微細な部分で相違があります。
いくつかの点で本物との相違点はあるものの，「写楽」の作品を精密に再現した制作技法は，本物と見紛
う出来栄えで巨匠「写楽」の浮世絵を堪能することができます。おそらく暁烏師にもその意図があり入手
したものではないかと推察します。なお，現存する「写楽」の作品は145点余りで，本物は1作品に対し1

点から数点しか残っていません。しかもその多くは海外の
美術館等に所蔵されており，日本国内では，希少な芸術品
となっていることから明治期から複製品が数多く作られた
ようです。この複製品の出典を調査したところ大正中期に
高見沢遠治（たかみざわ えんじ）という浮世絵師が「写
楽」の作品を研究し，江戸時代の制作技法を忠実に再現し
制作したものであることがわかりました。遠治が落款や作
品の数か所に本物との違いを残したのは，浮世絵師として
の「写楽」への尊敬のあらわれと推察します。

（情報サービス課長 酒井量基）

【この浮世絵は暁烏文庫展で展示しました。p.8のトピックスもご覧ください。】

図書館学生ボランティア とぼらニュース

とぼらが『ぶっくとーくかふぇ』を行いました！
12月14日の夕方，中央図書館のブックラウンジで，『ぶっくとー
くかふぇ』と題したイベントを行いました。これは，4人ずつのグ
ループを作って，本に関する3つのテーマにそって話をしてもらう
というもので，当日は15人の本好き大学生が集まりました。参加
者には，それぞれのお薦めの本を持ってきてもらい，本の紹介を交
えた自己紹介や，本に関するこだわり，自分を変えた本，というテー
マで自由に話をしていただきました。
「ほん和かふぇ。」のコーヒーとお菓子を飲食しながらのアット
ホームな雰囲気の中，テーブルの上に用意した白い模造紙は，カラ
フルな文字や絵でいっぱいになっていきました。約2時間のイベン

トでしたが，参加者からは「もっと話したかった」という声もあり，
イベントが終わった後もその場に残って話している姿も見られまし
た。
本が好きな仲間と自由に本について語る場をつくりたい，という
当初の目的は十分達成されたようでうれしく思います。主催したと
ぼらのメンバーも，それぞれ楽しい時間を過ごすことができました。
「楽しかった」「また参加したい」という感想もたくさんいただいた
ので，第2弾の開催についても現在検討中です。

（国際学類3年 牧野美奈子）

附属図書館蔵書紹介
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オープンスタジオでの活動
ワークショップ，セミナー等の開催

「レポート作成基礎講座」に加え，レポート・卒論作成に役立つ，文献収集の具
体的な方法について説明する「文献収集法講座」を今期から始めました。
�7月19,21,22日 レポート作成基礎講座／講師：図書館職員
�7月20日 第10回学生・学習支援研究会「プレゼンテーション・セミナー」

講師：山田政寛准教授（大学教育開発・支援センター）
�10月20,21,27,28日 卒論作成，レポート作成に役立つ！文献収集法講座＆お探し文献相談会

講師：図書館職員
�12月1日 レポート作成に役立つオンライン百科事典活用講座：ジャパンナレッジで情報収集！

講師：ネットアドバンス担当者

ブックラウンジでの活動
ブックラウンジでのイベント

「ほん和かライブ」として，次のようなイベントを行いました。
�第1回（ 7月 8日）この夏始める能登留学のススメ／能登留学現役＆OBs
�第2回（ 7月29日）ミニ講演会「就職活動と読書，笑顔そしてボランティア」

／安達實（本学元非常勤講師）
�第3回（ 8月 4日）金沢大学マンドリンクラブ オープンキャンパス・ミニコンサート
�第4回（11月17日）KISSA Cafe／国際交流室KISSA（国際学類）
�第5回（12月14日）ぶっくとーくかふぇ／図書館学生ボランティアとぼら（→p.5）
また，金沢大学創基150年記念「講演会・シンポジウム」シリーズ特別回，金

沢大学・金沢美術工芸大学提携事業として，12月1日にトークイベント＆展覧
会「美術とマンガ：クロスオーバー・カルチャー」を開催しました。このイ
ベントでは，金沢美大の小松崎拓男教授，高橋明彦教授からそれぞれご講演いた
だいた後，柴田附属図書館長を交えての，アートとマンガについての自由なトー
クが行われました。

ギャラリーαでの展示
ギャラリーαは，サークル活動，ボランティア活動などの発表の場として，活発に活用されています。単独の

展示だけでなく，館内の他の場所で行われているイベントと連動した展覧会も行いました。
� 7 月 1日～ 7 月15日 書道部展覧会
� 7 月19日～ 8 月 8日 理工学域電子情報学類集積回路工学研究室電子工作展
� 7 月22日～ 8 月11日 写真展「陸前高田市における災害ボランティア」
�11月 4日～11月18日 書道展「書道は一日にしてならず―歴史から学

ぶ書道―展」／書道部
�11月22日～12月 6日 展覧会「美術とマンガ：クロスオーバー・カルチャー」

（上記イベントと連携して開催し，金沢美大修士
1年菊谷達史さんの絵画8点を展示）

�12月 9日～12月27日 秋元雄史，日比野克彦，宮下孝晴 活動展
（附属図書館シンポジウムの関連企画として開催→p.3）

（情報サービス課専門職員 橋洋平）

講習会，トークから展覧会，コンサートまで…
多彩なイベントを複合的に開催

今期も，講習会等の学習支援活動を継続する一方，図書館活動を盛

り上げるための，多彩なイベントを行いました。

KULiC-α
活動報告
2011年7月～12月

文献収集法講座

マンドリンクラブ オープン
キャンパス・ミニコンサート

トークイベント「美術とマンガ」

展覧会「美術とマンガ」

●●「ほん和かふぇ。」 図書館のださんのおいしいおすすめ ●●
夏が猛暑だった時，その年の冬は豪雪だと聞きますが，今号が出る頃はどうなっているでしょうか。どちらにせよ，寒いことにはかわりな

いと思いますので，今回は体を温めるスパイシーチャイラテをおすすめします。甘めですがさらっとしていてとても飲みやすい味です。顔を
近づけるとスパイスが香り，飲むとなんとなく体がポカポカしてくる気がします。チャイは暑いインド周辺の飲み物だということですが，冬
の金大で飲むチャイも，体が温まっていいものです。今日は冷えるなあという日にぜひ一度お試しあれ。

金沢大学附属図書館報 “こだま” 
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コラム

田中 純一 先生（人間社会学域 法学類）

「東日本大震災を考える」
平成23年12月5日～ 中央図書館で展示中

教員から教員へ，リレー形式で続いている教員おすすめ図書コーナーは，今回で第10回を迎えました。

今回バトンを受け取ってくださったのは，法学類の田中純一先生です。

3月11日以降，東日本大震災の被災地には10回
以上訪れています。学生の皆さんの中には被災地
の状況に高い関心を持っている人も少なくないこ
とでしょう。このタイミングで，この原稿を書く
にあたり，私に期待されているのは災害復興や被
災地支援などに関する書籍を紹介することだろう
と判断し，一連の書籍を紹介することにしました。
紹介したものはほとんどが内容的に一般向けの
読みやすいものですが，被災地復興を考える上で
重要な論点を提示するものばかりです。
本学の震災復興研究のための学習・教育環境は
まだまだ十分とは言えません。しかし，東日本大
震災を機に，復興に向けた法制度，支援制度，災
害ボランティア／NPO活動，災害時要援護者支援
などこれらを含めた災害復興研究に興味・関心を
持ち始めた学生が増えているようですので，今後
図書館と協力しながら，この分野の資料の充実も
図っていくつもりです。
災害復興関連では研究室にも数多くの論文や資
料があります。図書館で見つからない場合はぜひ
研究室に遊びに来てください。

12月5日に除幕式を
行い，田中先生にご出
席いただきました。田
中先生は「能登・金沢
足湯隊」の代表として，
陸前高田市広田地区で
の活動を続けていらっ
しゃいます。

この活動には本学の学生も多く参加しており，除
幕式では，その取り組みの様子についてもお聞かせ頂
きました。今回の展示では，新聞に掲載された記事
も併せて展示しています。皆様どうぞご覧ください。

ハートマーク�ビューイング
12月9日，金沢大学附属図書館シンポジウムに併せて，東北地方太平洋沖
地震復興支援活動「ハートマーク�ビューイング」を中央図書館ブックラウ
ンジで開催しました。この活動は，本シンポジウム講師の日比野克彦氏（アー
ティスト・東京藝術大学教授）が中心となり，被災地を思う気持ちを�とい
う形に込め，ハートマークをつなげて作った大きな布で東北を飾ろう，とい
う趣旨で行っているものです。当日は，たくさんの方に参加して頂き，心のこもったハートマークが64
枚出来ました。250㎝四方につなげられた大きなハートマークは，金沢大学附属図書館 ⇒ ハートマー
クの拠点（東京）⇒ 被災地でハートマーク出現 となり，被災地と金沢大学附属図書館がハートマーク
を通してつながっていきます。

書名（著者，出版事項）

1
キャッシュ・フォー・ワーク：震災復興の新しいしくみ
永松伸吾著，岩波書店，2011.9

2
住宅復興とコミュニティ
塩崎賢明著，日本経済評論社，2009.6

3
大震災15年と復興の備え
塩崎賢明［ほか］編，かもがわ出版（発売），2010.4

4
漂流被災者：「人間復興」のための提言
山中茂樹著，河出書房新社，2011.7

5
ためされた地方自治：原発の代理戦争にゆれた能登半島・珠洲市民の13年
山秋真著，桂書房，2007.5

6
災害ボランティアの心構え
村井雅清著，ソフトバンククリエイティブ，2011.6

7
論：被災からの再生
関西学院大学災害復興制度研究所編，関西学院大学出版会，2006.12

8
「フクシマ」論：原子力ムラはなぜ生まれたのか
開沼博著，青土社，2011.6

金大生のための読書案内－教員から学生へ

第10回

お薦め図書紹介文の全文は，展示コーナーの他に，図書
館Webサイトの次のページでもご覧いただけます。
http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/portal/osusume/1110tanaka.html
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自然科学系図書館のゲートを更新
8月9日，自然科学系図書館の入館ゲートシステム
を更新しました。学生証・職員証・図書館利用券に
よる認証は不要となり，自由に入館頂けるようにな
りました。

防災訓練を実施（中央図書館）
9月15日，中央図書館で学生や一般利用者も参加
した避難誘導訓練を実施しました。
この訓練は，“災害時に職員が的確な判断と行動を
とり，利用者の安全を最優先し，迅速かつ安全に避
難誘導できるようになる”ことを目的に実施したも
のです。訓練では，地震発生と揺れがおさまるまで
の安全確保についての館内放送を行った後，全館の
残留者の確認を行い，屋外の安全な場所への避難誘
導を行いました。
今回の訓練を踏まえ，各職員の役割，避難経路，
消火器・ヘルメット等の災害用品の配置などをさら
に検討し，非常時に備えていく予定です。

暁烏文庫展
9月27日～10月28日，中央図書館で暁烏文庫展を
開催しました。暁烏文庫は，本学附属図書館の蔵書
の基礎となった約5万冊のコレクションです。今回
は，寄贈者の暁烏敏の著作と暁烏文庫の中の貴重資
料を展示しました。
【p.5に関連記事があります。「暁烏文庫から見つかった謎の浮世絵」】

医学系分館が仮移転しました
10月3日，増改築工事のため，医学系分館が病院
の旧外来診療棟の2階に仮移転しました。開架図書，
図書館購入分の新着雑誌が利用可能です。また，閲
覧室には個人用閲覧席が27席，学生用パソコン8台
が設置されています。
リニューアルオープンまでご不便をおかけします
が，ご理解とご協力をお願いいたします。

明後日朝顔プロジェクト2011金沢
in中央図書館 収穫祭＆巨大リース
10月27日，秋晴れの下，本プロジェクトの今年度
の締めくくり行事である収穫祭を行いました。参加
者は43名（学生31名，一般の方3名，職員9名）で，
種5.2キロを収穫し，残ったツルで直径180㎝の巨大
リースを完成することができました。
本プロジェクトも今回で3年目となりました。一
年を通して，その季節に応じた作業（種まき～耕す
・苗植え～水遣り～収穫）を行い，土に触れ，次の
年に繋げるという事が，とても新鮮に感じました。

第2回ブックリユース市
11月4日～11月6日，不要に
なった図書（私物）及び附属図
書館で除籍された図書の有効活
用を図るためのブックリユース
市を開催しました。一般の方を
含む約360人の参加があり，3日間で出品図書の8割
にあたる約1800冊の図書がリユースされました。

活動記録（2011.7-2011.12）
☆会議など
図書館委員会 第2回 11月17日
学生用図書選定部会
中 央 図 書 館 第1回 7月 5日

〃 第2回 10月13日
自然科学系図書館 第1回 7月 5日

〃 第2回 10月14日
ラーニング・コモンズ運営部会

第1回 10月24日
学術情報基盤整備WG
第1回 8月 3 日
第2回 9月13日～10月27日メール会議
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